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倉田公裕・矢島國雄
　博物館実習は博物館学及教育原理の修了者を対象として，通年25回の半日間の実習と夏季休
暇を利用しての館園における見学実習，実務実習によって行なわれている。1981年度の受講生
は126名（うち女子61名）である。このうち109名（うち女子51名）が学芸員有資格者として資
格取得することを得た。
　実習日程は以下の通りである。
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博物館実習ガイダンス
事前指導
千葉市立加曽利貝塚博物館にて実習　講師　庄司克氏（加曽利貝塚博物館学芸員）
野外博物館の特質，現状と課題　講師　後藤和民氏（千葉市教育委員会）
地域博物館とその役割について　講師　中島利治氏（埼玉県立博物館学芸員）
埼玉県立博物館にて実習　講師　吉川国夫氏他（埼玉県立博物館学芸員）
NHK放送博物館にて実習　講師　河野光子氏（NHK放送博物館学芸員）
神奈川県立博物館にて実習　講師　神沢勇一氏（神奈川県立博物館学芸員）
交通博物館にて実習　講師　松沢年二氏（交通博物館副館長）
私立博物館の諸問題
東京都内の私立美術館の見学実習
国立科学博物館の見学実習　講師　国立科学博物館普及課員
前期博物館実習事後指導，夏季休暇中の博物館実習事前指導
夏季休暇中の実習報告と事後指導
海外の博物館の現状（スライド使用）
文化財保護法と文化財保護の現状　講師　三輪嘉六氏（文化庁）
展示の企画と実施　講師　武田厚氏（北海道立近代美術館学芸員）
資料扱い実習1（考古資料の取扱い）
　　　展示論　講師　佐々木朝登氏（丹青社）
資料取扱い実習∬（美術作品の取扱い）
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12月4日
12月11日
12月18日
1月22日
文化財保護・保存の理念　講師　岩崎友吉氏（東京国立文化財研究所名誉研究員）
博物館資料の梱包と輸送（映画使用）講師　長谷川正夫氏（日本通運特殊輸送部）
博物館実習の総括
?
　以上の如く，1981年度の博物館実習は，前期は主として館園の実際の業務を見学・研修する
ことに力点を置くとともに，各種の博物館の具体的な理念と活動を把握することをめざしてい
る。夏季休暇中を利用して行なう実習では，各自がこうして得た博物館像をより深化させるこ
とを企図して行なうもので，諸種の事情により実習期間の長短はあるものの，現場で苦労する
学芸員と接することによって，多くを得ていると言える。後期は，こうした前期，夏季休暇を
通じての体験を重点的な項目毎にさらに整理して体得させることを目的とし，現職にある各分
野の専門家にそれぞれ講師をお願いしている。
　こうした実習の方法は，受講生の増加に伴ない10数年前より採用しているが，各自が体験的
に実習することが少なく，講義，演示あるいは視聴覚機器を利用しての代理体験に大きく比重
が傾いている。本学には付属の博物館が三館あり，実習生はこれらに日常的に接することがで
きるが，三館はそれぞれの本来の業務もあり，博物館実習生の全てを受け入れることは不可能
になっている。現状の受講者数の増加傾向からみると，ますます体験的実習は困難になってゆ
くものとみてよいであろう。今後，実習用の施設を特別に設置する方向で努力してゆく必要を
痛感する。昨今の学芸員養成課程を設置する大学の増加をみるとき，これら諸大学が共同して
利用できる学芸員養成のための施設ができないものかとも考える。
　現状の学芸員養成制度には多くの問題がある。毎年数千名の学芸員有資格者が全国の大学か
ら生み出されているが，「使える学芸員」は数えるほどしかないという声が館園の側から出さ
れている。もとより短期間の実習によって，卒業した翌日から学芸員として一人前の仕事がで
きると期待されているわけではないであろうが，博物館界の近年の大きな変化，活動の拡充に
対して，現行の学芸員養成制度が充分に対応しきれていないことの表われと言うことができよ
う。養成側の一層の質的向上の努力が期待されていると受けとめるとともに，博物館，博物館
活動の将来を考える時，博物館法の抜本的な改正を含む学芸員養成制度の見直しが必要となっ
ていると考えている。
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